
(57)【要約】

【課題】電離放射線に遺伝子障害あるいは致死などの生

物障害を防護する防護剤を提供する。

【解決手段】シュードウリジンを有効成分として、電離

放射線（高ＬＥＴ放射線を含む）による生物障害を防護

する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を 有 効 成 分 と し て 電 離 放 射 線 に よ る 生 物 障 害 を 防 護 す る こ と を 特 徴 と す
る 電 離 放 射 線 防 護 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
血 液 中 濃 度 が ０ ． １ ｍ Ｍ 以 上 と な る よ う に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン が 投 与 さ れ る よ う に し た 、 請
求 項 １ の 電 離 放 射 線 防 護 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
血 液 中 濃 度 が １ ． ６ ｍ Ｍ 以 上 と な る よ う に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン が 投 与 さ れ る よ う に し た 、 請
求 項 １ の 電 離 放 射 線 防 護 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 出 願 の 発 明 は 、 Ｘ 線 や γ 線 、 粒 子 線 等 の 電 離 放 射 線 に よ る 生 物 障 害 の 防 護 剤 に 関 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
電 離 放 射 線 に 被 曝 し た 場 合 に 遺 伝 子 障 害 あ る い は 致 死 な ど の 生 物 障 害 が 現 れ る こ と が 知 ら
れ て お り 、 こ の よ う な 生 物 障 害 作 用 を 防 護 す る た め の 方 法 が こ れ ま で に も 様 々 な 観 点 に よ
り 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 、 具 体 的 に も 、 電 離 放 射 線 の 生 物 障 害 作 用 の 防 護 に 関 し て は 、 こ れ ま で に も 、 鉛 に
よ る 防 護 や 薬 剤 に よ る 防 護 方 法 が 知 ら れ て い る 。 放 射 線 の 細 胞 障 害 は ラ ジ カ ル 反 応 に よ る
間 接 作 用 が 約 ７ ５ ％ を 占 め る と 考 え ら れ て い る こ と か ら 、 こ れ ま で の 放 射 線 防 護 剤 は ラ ジ
カ ル ス カ ベ ン ジ ャ ー が 主 な 防 護 剤 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 現 在 ま で に 多 く の ラ ジ カ ル ス カ ベ ン ジ ャ ー が 放 射 線 障 害 防 護 剤 と し て 検 討
さ れ て い る が 、 実 用 的 薬 剤 と は な っ て お ら ず 、 安 全 性 や 有 効 性 の 面 で 問 題 が あ る と さ れ て
い る 。 ま た 近 年 航 空 機 や 宇 宙 進 出 に よ り 直 接 作 用 が 主 体 の 放 射 線 に 対 す る 防 護 が 重 要 と な
っ て き た が 、 高 Ｌ Ｅ Ｔ の よ う な 直 接 作 用 の 強 い 放 射 線 に 対 す る 防 護 剤 は 副 作 用 の 強 い も の
が 多 く 、 人 に 直 接 適 応 で き 生 命 に 安 全 な 方 法 は な い に 等 し く 、 外 部 被 曝 や 内 部 被 曝 を 少 な
く す る よ う 努 力 す る 以 外 に 防 護 す る 方 法 が な い の が 実 情 で あ っ た 。 す な わ ち 、 人 に 対 し て
直 接 適 応 す る こ と の で き る 安 全 な 方 策 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 こ の 出 願 の 発 明 は 、 上 記 の 課 題 を 解 決 す る も の と し て 、 電 離 放 射 線 に よ る 生 物 障
害 の 新 し い 防 護 剤 を 提 供 す る こ と を 課 題 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 こ の 出 願 の 発 明 の 電 離 放 射 線 防 護 剤 に お い て は 、 シ ュ ー ド ウ
リ ジ ン を 有 効 成 分 と す る 防 護 剤 が 提 供 さ れ 、 こ れ を 経 口 、 注 射 、 液 状 吸 入 、 食 品 へ の 混 合
等 に よ り 生 体 へ 投 与 す る こ と に よ り 、 電 離 放 射 線 に よ る 生 物 障 害 を 防 護 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
人 に 対 し て の 血 液 中 濃 度 に つ い て は 、 好 ま し く は ０ ． １ ｍ Ｍ 以 上 、 よ り 好 ま し く は １ ． ６
ｍ Ｍ 以 上 と な る よ う に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を 、 経 口 、 注 射 、 液 状 吸 入 、 食 品 に 混 合 等 に よ り
人 体 へ 投 与 す る こ と に よ り 、 よ り 効 果 的 に 電 離 放 射 線 に よ る 障 害 を 防 護 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
こ の 出 願 の 発 明 は 上 記 の と お り の 特 徴 を も つ も の で あ る が 、 そ の 実 施 の 形 態 と し て は 、 ま
ず 、 前 記 の 有 効 成 分 で あ る シ ュ ー ド ウ リ ジ ン は 次 式 で 示 さ れ る も の で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の 有 効 成 分 の シ ュ ー ド ウ リ ジ ン は 、 水 や 生 理 食 塩 水 等 に よ り 希 釈 し 、 防 護 剤 と し て 生 体
へ 投 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
さ ら に 糖 分 や 栄 養 分 を 加 え て 防 護 剤 を 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
実 際 の 使 用 に 関 し て は 、 経 口 投 与 、 静 脈 注 射 、 液 状 吸 入 、 食 品 に 混 合 す る 方 法 等 が 可 能 で
あ り 、 対 象 者 の 体 質 や 電 離 放 射 線 に よ る 被 曝 環 境 、 そ し て 防 護 が 必 要 と さ れ る 時 間 等 に 応
じ て そ の 使 用 量 を 調 整 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 、 生 物 の 対 象 は ヒ ト で あ っ て も よ い が
、 こ れ に 限 ら れ る こ と な し に 、 非 ヒ ト 動 物 、 実 験 動 物 に 対 し て も 有 効 に 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
以 下 に 実 施 例 を 示 し 、 さ ら に 詳 し く こ の 出 願 の 発 明 に つ い て 説 明 す る 。 以 下 の 例 に お い て
は シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を ヒ ト 末 梢 血 液 に Ｘ 線 、 炭 素 イ オ ン 線 を 照 射 し 、 遺 伝 子 障 害 に つ い て
の 染 色 体 異 常 誘 発 頻 度 を 測 定 す る こ と に よ り シ ュ ー ド ウ リ ジ ン の 防 護 作 用 を 確 認 し て い る
。 も ち ろ ん 、 以 下 の 例 に よ っ て こ の 発 明 が 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 実 施 例 】
生 理 食 塩 水 に 溶 解 し た シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を ヒ ト 末 梢 血 液 に 各 濃 度 で 添 加 し 、 Ｘ 線 （ ２ ０ ｍ
Ａ 、 ０ ． ５ ｍ ｍ Ｃ ｕ ＋ ０ ． ５ ｍ ｍ Ａ ｌ フ ィ ル タ ー 、 焦 点 ・ プ ロ ー ブ 間 距 離 ５ ５ ｃ ｍ ） 、 ま
た は Ｌ Ｅ Ｔ ５ ０ ｋ ｅ Ｖ ／ μ ｍ を ４ Ｇ ｙ 照 射 し た 。 シ ュ ー ド ウ リ ジ ン は Ｓ ｉ ｇ ｍ ａ － Ａ ｌ ｄ
ｒ ｉ ｃ ｈ 　 Ｃ ｏ ． の 市 販 品 β － Ｐ ｓ ｅ ｕ ｄ ｏ ｕ ｒ ｉ ｄ ｉ ｎ ｅ （ Ｐ ｒ ｏ ｄ ｕ ｃ ｔ 　 Ｎ ｕ ｍ ｂ
ｅ ｒ ： Ｐ １ ６ ５ ８ ） を 使 用 し た 。 Ｘ 線 ま た は 炭 素 イ オ ン 線 で 照 射 し た 群 の 障 害 の 度 合 い を
、 染 色 体 異 常 （ Ｄ ｉ ｃ ｅ ｎ ｔ ｒ ｉ ｃ ； 二 動 原 体 染 色 体 ） 出 現 頻 度 を 測 定 す る こ と に よ り 求
め 、 シ ュ ー ド ウ リ ジ ン の 電 離 放 射 線 の 生 物 障 害 に 対 す る 防 護 作 用 を 調 べ た 。 結 果 は 図 １ 、
図 ２ に 示 す よ う に 細 胞 １ 個 あ た り の 平 均 染 色 体 異 常 出 現 頻 度 を 調 べ る と 、 シ ュ ー ド ウ リ ジ
ン 濃 度 の 増 加 に 伴 い 放 射 線 誘 発 染 色 体 異 常 が 減 少 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 図 に お い て 、 縦
軸 は １ 細 胞 中 の 二 動 原 体 染 色 体 異 常 数 、 横 軸 は 血 液 中 の シ ュ ー ド ウ リ ジ ン 濃 度 ｍ Ｍ を 示 す
。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の 結 果 か ら 、 シ ュ ー ド ウ リ ジ ン の 人 に 対 す る 投 与 量 は 血 液 中 濃 度 ０ ． １ ｍ Ｍ （ 血 液 １ リ
ッ ト ル 中 に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン ２ ４ ． ４ ２ ｍ ｇ ） 以 上 と な る の が 好 ま し く 、 １ ． ６ ｍ Ｍ 以 上
で あ れ ば さ ら に 好 ま し い と い え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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以 上 の 結 果 に よ り 、 シ ュ ー ド ウ リ ジ ン は Ｘ 線 ま た は 炭 素 イ オ ン 線 に よ る 障 害 を 抑 制 す る こ
と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 こ の 結 果 か ら 、 シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を 有 効 成 分 と す る 電 離 放 射 線 防 護 剤 は 、 ヒ ト に 対
し て だ け で な く 、 ヒ ト 以 外 の 各 種 の 哺 乳 動 物 に も 有 効 に 適 用 で き る こ と が わ か る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
こ の 出 願 の 発 明 に よ り 、 電 離 放 射 線 （ 高 Ｌ Ｅ Ｔ 放 射 線 を 含 む ） に よ る 生 物 障 害 を 防 護 す る
こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ヒ ト 末 梢 血 液 に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を 様 々 な 濃 度 で 添 加 し た と き の Ｘ 線 ４ Ｇ ｙ に よ
る 遺 伝 子 障 害 が 減 少 す る こ と を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ヒ ト 末 梢 血 液 に シ ュ ー ド ウ リ ジ ン を 様 々 な 濃 度 で 添 加 し た と き の 炭 素 イ オ ン 線 ４
Ｇ ｙ に よ る 遺 伝 子 障 害 が 減 少 す る こ と を 例 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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